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- タイ東北部ヤソー トー ン県の 1村を対象として-
































年に調査 した東北部コーンケ-ン県 ドンデーン村では,過去,現在 (1983年現在)を通 じて,
米が商品作物化 したことがなかった [福井 1988:335]｡同村の稲作に関する研究では,米の
余剰が出ないことが強調されている｡
しかし,ヤソー トー ン (Yasothon)県など,タイ東北部の少なくとも一部では,近年になって





対象 とした調査村 は,ヤ ソー トー ン県 カムクアンケ-オ (Khamkhuankaeo)郡ナ-ホム
(Nahom)村で (図 1),186世帯からなる (1992年 1月当時)｡港概はなく天水に依存 し,稲作
図 1 ヤソー トー ン県と調査村の位置





















































































































受取量6)- (村内飯米消費量+販売以外の用途の米使用量)] として米余剰量を算出 した｡そ
して,村人がある月に精米した米は,その月のうちにすべて使いきったと仮定し,7) [ある月の村
内飯米消費量-その月の精米量+その月の精米受取量-その月の飯米消費以外の用途の精米使用
量8)] として,各月の飯米消費量を算出した｡それを在村者数 (成人換算9))で割 り各月の在
村成人一人当 り飯米消費量を計算 し,そして,[ある月の在村成人一人当 り飯米消費量×その
月の非在村者数 (成人換算)]を12カ月分合計 し,一時他出者の村外消費による村内飯米消費
節約呈 (年間)を算出した｡なお,各月の精米量の把握には,後述する精米記録ノー トを利用し
た｡世帯人月は,世帯に在籍する者 と定義 し,出稼 ぎに行っている人間も含めた｡10)そして世




1.精米所プロジェクト (khroongkaanroongsii)の精米記録ノー ト (samutsikhao)の活用
2.精米所会員 (samaachikroongsi)に対する体系的な聞き取 り
3.その他の体系的 ･非体系的な聞き取 りと観察






























1日当り2名の当番は,朝から夕方まで精米所の前に座 り,楓米を計量 し,誰が何 kg精米 し
たかを精米記録ノー トに順次書き留める｡ 11)会員 弓巨会員とも記録するが,会員なら,もう一




































































































































1992年4月当時の飼育数および飼育世帯数は,鶏 (kai)2,873羽 (61世帯),家鴨 (pet)195羽
(21世帯),バ リケン22) (pettheet)104羽 (13世帯),鷲鳥 (haan) 8羽 (1世帯),七面鳥





















帯 1世帯当 り64.6kg (54世帯 1世帯当 り94.6kg)であ り,量的に少ない｡出稼 ぎ者は,稼い
だ現金で自分の食べる米のほとんどを購入する｡25)
水田借地料や,種子楓や米の借 りの清算の支払いに,粗米 ･精米を用いる場合がある｡ 水田借
地料ば,現金や化学肥料で支払われる場合もあるが,何で支払われるかは事前に決められる｡
ⅠⅠ卜1-4.用途別年間使用量
米収穫量 (79世帯計298,620kg, 1世帯当り3,780kg)十受取量の用途別使用量 (年間)を,
ウルチ ･モチ別,粗 ･精米別に図に示した (図 2)｡












































































に,ll-12月は収穫 と脱穀,5-8月は苗代播種 と移植が行われ,農繁期である｡ 出稼ぎ者が
多数,一時的に帰付 し農作業を手伝 う｡ したがって,在村者数が多 くなる｡27)9-10月は稲が
生育中だが手間のかかる農作業はないし, 1-4月は稲作 も畑作も行われないので,農閑期で
ある｡ 村人は出稼 ぎに行 き,在村者数は少ない｡
農繁期 と農閑期では在村者の質 (性 ･年齢構成) も異なるので,在村一人当り飯米消費量は
変化 して,飯米総消費量の変化に貢献する｡ 在村者の性 ･年齢構成の季節的変動を見ると,男
性16-49歳,女性16-29歳の在村者数の変動が,他の年齢層と比較 して激 しい (図5)｡彼らは
成人換算率が比較的高い,すなわちカロリー消費量が多い年齢層でもある｡つまり,飯米を多
く消費する｡ 同時に彼らは働 き盛 りで,労働力として重要だから,農繁期は稲作に従事 し農閑

























出者とは,1991年 9月～1992年8月の間,全 く在村しなかった月が 1月以上ある者である｡ 聞き
取 り対象世帯79世帯中,75世帯 (94.9%)で,一時他出者がいる｡ その数は,79世帯の在籍者











男性16-49歳 と女性16-29歳である｡男性16-49歳 (在籍者164名)の83% (136名),女性16-29
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図6 在籍者と一時他出者の性 ･年齢別構成
注 :79世帯を1991年9月-1992年8月の期間について集計したもの｡



























び単純労働者がそれに続く (表 2)｡職種は,性別により多少異なる｡ 男性は,運輸従事者が




表 1 -時他出者の他出理由 と他出先
(単位 :人)
他 出 先 他 出 理 由 合計
就 就 職 就 出 兵 入 寺 子 そ
喜 芸 蓋 芸 の
業 伴 い 学 家 役 院 い 間 他
中 部 ノヾ ンコク 186 31 1 8 1 1 1 229
ナコーンパ トム 7 1 8
サムツトプラ-カーン 1 2 3
ノンタブリー 1 1





チ ヨンブリ- 1 1
ラヨーング 1 1
カーンチャナブリ- 9 9
小 計 211 35 1 9 3 1 1 261
北 部 チェンマイ 3 1 4
東北部 ナコーンパノム 4 1 5
ナコーンラーチャシーマ- 2 2
ウボンラーチャタ一二一 l l 2
コーンケ-ン 1 1
ムクダーハーン 1 1
シーサケ- トヤソー トーン県内郡内 ルムプク 1 12 1 3
村内の寺 l l 2
郡外 ヤソー トー ン市 1 2 3
マハ-チャナチャイ郡 2 2
小 計 14 2 3 2 1 22







職種 職 業 男性 女性 合計 職種 職 業 男性 女性 合計
逮 自動3輪タクシー運転手 31 31 技舵 エアコン修理工 3 3
タクシー運転手 25 25 クレーン車修理工 1 1
輪従辛 その他運転手 8 8 バイク修理工 1 1運転補助 1 1 船修理工
者 サームローこぎ 1 1 電気工扇風機取付工貴金属加工 312 3 315
小計 66 66
サー 女中 10 10
食堂コック 9 9 工 旋盤工 3 3食堂マネージャー 1 1 自動車塗装工 3 3
食堂皿洗い 1 1 塗装工 1 1
食堂給仕係領収書係内その他従業員 3 612 912 家具作 り 1 1
小計 20 3 23
販 イーサーン料理売り 1 1
ど 雑貨屋兼食堂店月 1 1 ラーブ売り 1 1
ス デパート店員 4 4 ソム夕ム売り 1 1
ガソリンスタンド店月 2 2 クイテイオ売り 2 3
戟 飲料水販売店店員 l l 2 士71: バミー売 り 1 1
莱 薬局店員 1 1 従 その他食事売り 3 2 5
ホテル従業員 1 1 辛 トリ肉売 り 1 1
従 印刷屋従業員 1 1 者 豚肉売 り 1 1
辛者 弁護士事務所清掃員 1 1 氷売り 1 1
役所リフト係(臨時雇)玩具会社従業員その他会社従業貞 13 13 その他物売 り 3 3
小計 9 9 8
農 従.サ トウキビ収穫労働者 6 3 9
警備員理髪師 1 1 1 辛業 者 トラクター運転手 1 1小計 7 3 0
小計 20 33 53 専 耽謁 業 警察官職業軍人 2 2
生 お産 よ 縫製工場工員 31 31
髪飾 り工場工貞 2 2 ･従語 手 保健士 1 1工 び シャンプー容器工場工員 1 1 看護婦 2 2
程 単従 純辛 労 建設労働者 9 1 10 的 者 小計 5 2 7タイヤ運び 1 1 事 従 会社事務員 1 1
者 働者 その他労働者 1 1 務 薯 役所事務 (臨時雇) 1 1
小計 11 35 46 小計 2 2



















































のシミュレーション･モデルを用い集約化の効果を試 したが,効果は小さかった [福井 1988:
416-417]｡同村近辺のタープラの1978-1983年の6年間の年降雨量平均は1,285ミリメー トル (最
高1,560,最低1,005)で [同上書:244],私の調査村のあるカムクアンケ-オ郡の1976-88年の13






1991年の不作付理由 不作付面積計 連 続 不 作 付 年 数
1 年｡991 2年 3年 4年 5年 6年 7年 t3至 その他のみ) .不明
水 不 足 165 31 18 16 9 43 17 7 24
労 働 力 不 足 160 73 17 9 14 14 33
水 .労 働 力 不 足 14 14
耕 起 し に く い 25 9 8 8




なっている｡ 一方,米生産の労働力は,働 き盛 りの人間が農繁期 に出稼 ぎか ら帰村することに
よって,確保 される｡38)都市-の出稼 ぎと余剰米生産 とは,飯米消費の節約 と労働力の移動 と
を通 して,密接 な関係 を持つ. この ような米生産のあ り方を,一言で表現すれば ｢飯米消費節
約型余剰米生産｣ あるいは ｢出稼 ぎ依存型余剰米生産｣ と呼ぶ ことがで きよう｡ ｢都市-出稼
ぎに行けば米倉の米 もたまるし賃金 もたまる｣ といってもよいであろう｡
1993年 1月に,64世帯 を対象 として,1992年 1-12月の年間現金所得 について聞 き取った39)
(表 4)｡それによると,第 1の所得源は一時他出者の送金 ･手渡 し40) (45.2%)で,第 2は






















ない｡ したがって,一般的村人にとっては,出稼 ぎと米販売の二つが主な所得源である｡ しか
もこの二つは接合 している｡ 所得の詳細は興味深いが,別の機会に論 じることとする｡
表4 現金所得の構成
(単位 :バーツ)
所 得 源 全 64世 帯1世帯当所得 従辛世育敬構成比(%)
農莱 稲 作 I2.819 13.0 60畑 0 0
野 菜 作 -10 0.0 51
果 樹 作 5 0.0 】_
畜 産 水牛 69 0.3 46
午 1,009 4.6 40
豚 255 1.2 8
鶏 186 0.9 49
家鴨 .バリケン 44 0.2 39
小計 1,562 7.2 59
漁 業 975 4.5 54
キノコ作 り 78 0.4 1
小 計 5,429 24.9 60
農 雇 用労 働 農業労働 224 1.0 21
外 日雇い労働 59 0.3 6
米品種交配請負 313 1.4 2
公務貞 3.559 16.4 3
小計 4,155 19.1 28
自 営 業 1,272 5.8 38
農用資産利用 水田貸地料 (現金) 55 0.3 2
水田貸地料 (現物) 5 0.0 1
ポンプ貸し料 47 0.2 1
トラクター賃耕 66 0.3 2
機械貸脱穀 156 0.7 1
小計 328 1.5 7
一時他出者の送金 .手渡し 9,845 45.2 55
永久他出者の送金 .手渡し 192 0.9 6
精米所収益の分配 224 1.0 41
そ の 他 319 1.5 17














































































源である｡ 村人への聞 き取 りによれば,米余剰量が急速に増加 し米を売れるようになったの
は,1970年代後半頃と思われる｡1980年代 に,東北部からバ ンコク首都圏への出稼 ぎは急増 し
たようだが,44)調査村の村人が大量 に出稼 ぎし始めたの もその頃だと思われる｡ この二つは,














財団特別研究計画 ｢農業と環境に関する総合研究- 持続可能なシステムを求めて- ｣と市川国際奨学
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